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8  月 ι Iが、春に比べ何しろ量が少ないので、県下では蜜のと
上旬から約 1カ月クリが流蜜する。主産地は氷上[ れる地方は全くない。かつて昭和20、21年噴東京や神

郡? 佐用郡・有馬郡などであるがこれも年切れの傾向| 戸のi日市内でカボ1チヤの赤い生臭い蜜を 5升も 1斗も
がある上、梅雨期なので期符はもてない。それに近年| 採ったなどというのは昔話りとなった。網干附近にか
ぞリ Jタマメチの被害を受けて以来この蜜も珍らしくな| なり栽培されていたがもう量も少なくなった。各地で
った。この蜜は黒むかつ渋味があり食用にならない| カボチヤ畑がスイカ畑に変。たがスイカは大した価値
が、; ヲメチの越冬用飼籾として利用される。この流| がない。シナノキは北海道では内地のトチに相当する・
3変期にはシイの時と同じく、巣内には精液臭がある。 1

上句開花し、流蜜するものに前々号で、のべたグ戸ガネモ| キも北海道には大木が多く緑色の蜜がとれる。これら
チ・ソヨゴ・ナナミノキ・ウメモドキ竺イヌ Y ゲなど| の大木も県下では知らない。
があり、ウ Y ギ・イボタ・ネズミモチ・ナワシロイチ| 中旬から下旬にかけてミツバチの訪門を受けるもの
ゴ・シロヲメグサ〈グロ戸メ戸〉も良蜜を分泌する。 Iに、アオギロ・ゴボウ . :y タ・ミソハギ・スイカ・ヤ

グ下戸メ戸は北海道・北米・北欧等では 1 斗もとれる I ( 花粉だけトモヅコグなどがある。この頃咲くものは
大蜜源であるが日主主本主では 1 ヶ月以上も咲いτいる| 前月に比べ開花期府高長いが、アオギリ. 0 / タ・モツ
少ない為と言われているが詳細はまだ判っていない。
ニνv ' ン( I 丸月〉・グスノ今・セン占( ; / も咲き始める

価値はない。ヤブカラシは都市に多く困った雑草であ
るが、多い所では芳香ある黄色い蜜をとる事ができ

がミ' y メチの訪れは殆どない。グスノキは北九州では| る。
樟脳臭い蜜がとれたという報告がある。セν;f';/ も大 8 月
木一面に咲いていてもミヲメチを見ない。との買の主震
源は樹木が多く旦開花期間が短い( 1 週一10日〉ので、
調査や判定に期を失する事が多く、全国でも米備不明
のものが多数あるo t : i

上旬最も盛んにミヲメチの訪れるものにカボチヤ
〈中旬まで〉があり、その他にグマヤナギく50日間〉・
ゴマ・ヘチマが咲き始めるが、いずれも量少なく蜜は
貯えられる程でない。グサギが目立った色の花を約 1

中旬にはサカキ .vνジユが開花しミツメチの訪れ| ヶ月開いているが、全くミ Y メチを見ない。全国の報
をみる。後者は特有の悪臭を巣内に漂わせるのですぐ| 告も同じである。
判る o.キウロが 1 カ月以上咲きよい蜜源になるが採れ| 中旬にはグイズ( 2週間〉・ロョウプ・ホ' Y ' Y ヅが挟
るほどではない。タマネギ、も咲き始める。との蜜はネ| き始める O 西六甲のリヨウフーはなかなか豊富なもので
ギ同様タマネギ臭くても放資すれば無臭となる。採種| 蜜がとれると察しているが、設もこの蜜を採ったもの
地では、かなり蜜がとれる。ハゼ、もこの質的 1 週間咲| はない。この蜜は人聞には無害だが、この花にかかる
く、よ《ミ Y バチが訪れるが蓋が少ない。久留米附近| と働蜂が漸次死んで、いくという報告が長野県から出て
では相当量の良蜜がとれる。 . ， I  : おり、今筒賛否種々で詳細は研究の要がある。ホツツ
下旬に咲き始めミ Y メチの好むものにケy ボナシ・ I 5は蜂仲間では誰知らぬ者ない毒蜜源で、中部地方・
7.Jラスザνv . ; ヨウがある。前者は大木があれば良蜜が I: 東北地方に多く、，との蜜はミ Y メチには筈はないのに
とれる。ナνテνも咲i付金めるがミ Y メチは全く訪れ| 人聞には有害である。食匙 1 - 2杯でめまい、曜吐、'
ない o '->' ' 手足のしびれなどきたすが死亡例はない。近畿地方に
7 砂月-"" . は今まで報告はないが、宍粟郡奥谷村の古老の言では
ご今月から 8 月末まで一般平地では巣内の経済は赤字 I 8 月下旬山の蜂〈日京間有のミ Y メチ Apis indica 
である戸上旬咲き始めるものにシナノキ・ボグイジ I var. japonica) の蜜を' 食うた者は中毒して倒れて動け
ユ・ムダ官ジ・カボチヤ類・アカメガシワ・トウガラ| なくなり、担いで帰った事があるという。症状を聞く
y  ・セシゾキ・ヒ- : 7 ' 7リ (50臼〉・キササゲ・サシゴジ| とこの蜜らしいし、現在まで日氷で報告されている毒
ュ・ γユグサ (100日〉などミ Y メチの好く種類は多い| 蜜源である下リカプトでもタバコでもアセビでもな

. . ム珂
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- 科・ヒユ科・アカザ科などの帰化植物が種類も量も多
く整っているがこれらは殆ど価値がない。( 編者いう、
戦災後数年でまた元の状態になってしまう。灰分に影
響されるためであろう〉。 ヒメムカγ ヨモギやヒメジ
ヨオ Y にミ Y パチが行っているが、如何でしょうと蜂
友から質問を受ける時があるが、こんなものに行くよ
うではいよいよ蜜源がない印だと答えている。
下智正咲き始めて価値のあるものはヌルデ・タラノ
ナ・イネなどである。イネは 9 月上旬が最も盛んであ
るが、午前10時頃から午後2時頃まで濃汚黄色の花粉
が多量に搬び込まれる。これは蔚もー諸につけて来る
のでよく判る。殆ど、周園水田の筆者の蜂場でミ Y パチ

位の所へ花粉集めに行切っているのをみる。イネは風媒

と同じ蜜がとれるという報告があるが、筆者の奥谷村
に於ける観察では濃黄色の不味い苦味のある蜜であ
る。奥谷村ではかなりとれる。
9 月
今月に7¥るとミツメチの活動はめざましくなり、所

によっては少し蜜がスり巣内は黒字となる。利用され

モグセイはあの芳香をもちながら全くミ Y メチを見な
い。殆ど全国の報告が同じである。ナギナタコウジユ
は北海道や満洲では10月の唯一の大蜜源で、特有のハ
Y カ臭い良蜜を得られるが、関西では全く価値がな
い。筆者は関西では量が少ないのではないかと、当地
のと北海道からのと両方各々 1畝ばかり 2年栽培して
みたが、稀にミ Y メ=ιる見る程度で、その畑の中の喰
1 木のνソの方が主主かにミ Y パチの訪れの多いのを見
て落胆した。アメリカのペレヅト養蜂縞物試験場えナ
ギナタコウジュを送った処この主主は良蜜源として写真
スりの報告さえ出ている。
中下旬咲き始めるものに、チヤ・ヤグシソウ・ラ' 7

キヨウ・シロ 1/そ・サザンカなどがあるが、利用され
ても量が少なく大したととはない。

11 月
ミY メチの活寄止ま次第に表えるが、まだ10月中下旬

の花は咲いている。ヒイラギ・ビワ・ヤ Y デ・リュウ
ノウギグなどが咲き始める。ビワは淡路島西岸が日: < 1 > :
で第 3 の産蜜地であり名高い。ピワは年切れがある
が、条件よければ、 l群から数升とれる。この蜜はサ

るものは、イタドロ・イネ・ウド〈杓 80 日咲く) . v  I る。但しこの花にミヲメチをみかけると働蜂が著しく
ソ・シオ y . o / ルボ・ニラ・タラノキ・ミカエリサ| 獄じ、弱苦手となるので、あまり推奨出来ない。との土
ウ・ヌルデ・ハギ・ヨメナ類・キツネノマゴなど o : 地もミカ y の場合と同様ミ Y メチ有害説を唱える馬箆
2者は開花期最も長< 80日以上も続く。イタドりは臭| な指導者がいて^ 地し難い。或る年には7¥地税をとっ
い褐色蜜がとれるが採集する程ではない。ハギはヤマ| たことさえある。ピマの花は 1 月上旬まで咲いてい
ハギ、が主で、北海道や米国〈日木よりの輸フ¥ 〉では良 l る。
蜜がとれるというが、関西では少し花粉を集ゐて行く| こうしてミツバチは越冬にスるが、決して冬眠する
だけである。中国山脈の高冷地では平地より少し価値| のではない。寒中でも気温が 130 C 以上に昇る目があ
があるらしい O ウF'の蜜は巣円で結晶する事があり、 | れば、何か花を求めて野外を飛趨している。
味は甚だ不味い。この月の花は何れも花期が長く 3週 | 以上大体ミツバチと関係深い樋物をのべてみたが、
間以上も咲くものが多く、利用価値は大きい。センダ| この方面の研究は外国に比べて研究者が少なく、また
シグサもよく訪れており、モヨギも風媒花でありなが| 大学でも研究所でも試験場でも手をつけている所はな
ら、花粉は利用されているO ソメは北海道や鹿児島県| ぃ。養蜂家の中僅かのt植物好きの者が調べているだけ
など多栽培地では臭い掲色蜜が分離出来る位とれる| で、まだまだ不明のものが多い。同好の士の 1人でも
が、県下では栽培も少なくまた訪れているのをみるこ| 多からんことを望む。 (p.36へ〉
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六甲山塊の地質構造について

* 稿は昭和29年 5 月15日夜、神戸市兵庫区六甲山頂
で行なわれた第 7 四本会総会の時の上治先生の御講演
の大要です。( 文責、室弁縛〉
( I ) 断層の確認断層を確認することは地質構造の探
究に重要であるが、六甲山塊の如く噴出岩を主とす
る訴では確認が容易でない。
断層確認の方法は地形で予察し地質上の証跡を調査
するのが 1つの方法である。六甲山塊各地に於ては
明J貯水池附近、丸山公園、住吉j側近、長田山、
会下山、甲陽圏一帯などに様式的に断層の露出があ
る。

(2) 六甲断層の新! 日六甲山塊に於ける断層階造を生
成の時期によって①古期構造①街上構造③新期構造
とに分ける。この新旧の区別は便宜上街上J構造を中
心とし、その前後によって分けた。

(3) 古期構造六甲山塊も水準面下にあった時代があ
るO それは①六甲山上には準平原の遺跡と思われる

上 f台 寅 次 郎

層だと考えて居た州司れも急傾会胸上断層と考える

結晶片岩が更新層上に街上して居り、この点から考
えると和泉山隊も街上によって生成された山隊では
ないかと思う。
六甲山塊中、 「一一一

|  六甲山塊中の主要大阪層群標高 |  花嵐岩上に種， • I  l - " 4 ......u. J  ，"'.....，'1=1..... ........"，...... 
々の高度に大 i 大阪層群露出地 l  標高 ( m ) I  
阪層君事〈更新| 打 出 5  
世〉の砂際層
の分布する事:
は街上断層に
よって容易に

笹 塚

長田山

5  0  
9  0  

平坦面が保存されていること、②史ー新世の砂傑層が! 説明し得る o
一条山
叙谷

逆瀬川

申新国

1 2 0  

1  5  0  

1 7 0  

1 8 0  

再度山、花原、中畑その他処々にあることをもって| 刷新期簿遁
も知られる。古期の断層構造は芦屋川弁天岩附近に| 街上構造の生
於て見られるが噺旧の構造の影響を受けて確認でき l 成と同時、ま
ぬ場合が多い。

似) 衝上構造六甲山塊を形成したる主要時ごあっ
て六甲街上断層、厚耳目断層、布引断層、諏訪山断
層、その他鵬子原断層、芦屋断層、甲陽断層などの
断層若手より成る。各断層聞の標高は、およそつまの
通りである。
額上断層「ー一一一一一一 I叢詰 l二殴寝首 |
断層群に ! 1 1 f - A〉」 M !  
っき、従l三塑竺戸-if竺i…ゴ00
来六甲街| 厚耳目断層 860 t  400-700 
上断層の | 棉l断層
みを街上|l 芦屋断層 270 150-200 I  断層とし|

(p.38から〉
参考文献
関口 喜一: 日本の養蜂摘物〈昭24)
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たは直後に生
成せる断層構
造で①住吉断
層②都賀川断
層①菊水山断
層④多弁畑断

五助橋 3 5 0

再度山 4 1 0  

花原 4 7 0

中 5 2 0  

層①小部断層などは主要なもので何れも正断層であ
る。

(6) 六甲山塊の形成街上断層群は更新世大阪層若手の
地! 吾を裁断しているから、その地層生成以後なるは
明かである。すなわち六甲山宛の形成は第4 紀更新
世末期以後現世以前であって現世に於てもその活動
の一部は連続しつつあると考えられる。

D. Hodg巴s T h巴 Poll色n Loads of the 
Honey Bee (1952) 

Americun Be巴 Journal (vol. 92-93) 
三木 | 慎一: グロガネモチとその流蜜について
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